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第２章 重点整備地区の設定

２-1　バリアフリー基本構想制度の概要
バリアフリー法における基本構想は、鉄道駅を中心とした地区や高齢者、障がい者が
利用する施設が集まった地区等（「重点整備地区」）において、公共交通機関、建築物、道
路等のバリアフリー化を重点的かつ一体的に推進するため、区市町村が作成するもので、
重点整備地区における移動の連続性の観点から「面的・一体的なバリアフリー化」を図る
ことをねらいとしたものです。主に以下の内容を定めます。

図2-1  重点整備地区のイメージ

ӳꄆ憠丝⤓㏐区� �ꄆ憠氳かח┉⛮氳にバリアフリー⴫を鶟״る㏐区
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移動等円滑化促進地区 重点整備地区

要件

○生活関連施設があり、かつ、それ
らの間の移動が通常徒歩で行わ
れる地区

○生活関連施設及び生活関連経路
についてバリアフリー化の促進が
特に必要な地区

○バリアフリー化を促進すること
が、総合的な都市機能の増進を
図る上で有効かつ適切な地区

○生活関連施設があり、かつ、それ
らの間の移動が通常徒歩で行わ
れる地区

○生活関連施設及び生活関連経路
についてバリアフリー化事業が特
に必要な地区

○バリアフリー化の事業を重点的・
一体的に行うことが、総合的な都
市機能の増進を図るうえで有効
かつ適切な地区

境界 ○地区の境界は、町界・字界、道路、河川、鉄道等の施設、都市計画道路等に
よって明確に表示

2-2　重点整備地区の位置及び区域

（１）位置
従前の重点整備地区である蒲田駅周辺地区、大森駅周辺地区、さぽーとぴあ周辺地
区を、引き続き重点整備地区として設定します。

（２）区域
重点整備地区の区域は、下表に示すバリアフリー法の要件等を踏まえ、設定します。

表2-1  「移動等円滑化促進地区」と「重点整備地区」の要件等

改定後（A） 改定前（B） A／B

蒲田駅周辺地区 約183ha 約92ha 2.0倍

大森駅周辺地区 約86ha 約48ha 1.8倍

さぽーとぴあ周辺地区 約38ha 約12ha 3.2倍

３地区計 約307ha 約152ha 2.0倍

また、大田区移動等円滑化促進方針おおた街なか“すいすい”方針（令和２（2020）年３
月策定）で定めた移動等円滑化促進地区※の区域を基準として拡大します。
改定後の面積については、３地区計で改定前の約2倍となります。

表2-2  重点整備地区の面積の拡大

※	大田区移動等円滑化促進方針 おおた街なか“すいすい”方針では、蒲田駅周辺地区、大森駅周辺地区、さぽーと
ぴあ周辺地区のほか、池上駅周辺地区を移動等円滑化促進地区に指定しています。池上駅周辺地区では、平成31
（2019）年３月に「池上地区まちづくりグランドデザイン」を策定し、地域住民・事業者・大田区等が協働し、まちづく
りに取り組んでいます。その動向を捉えながら、池上駅周辺地区についても、重点整備地区への指定及びバリアフリー
基本構想の策定を今後検討します。



ୈ
̎
ষ

��

ॏ
఺
੔
උ
஍
۠
の
ઃ
ఆ

図
2-
2 
 重
点
整
備
地
区
の
位
置
及
び
区
域

荏
原
町
駅

旗
の
台
駅

北
千
束
駅

洗
足
駅

大
岡
山
駅 石
川
台
駅

雪
が
谷
大
塚
駅

長
原
駅

洗
足
池
駅

流
通
セン
タ
ー
駅

昭
和
島
駅 整
備
場
駅

羽
田
空
港
第
1･
第
2

タ
ー
ミナ
ル
駅

羽
田
空
港
第
1タ
ー
ミナ
ル
駅

羽
田
空
港
第
2タ
ー
ミナ
ル
駅

新
整
備
場
駅

羽
田
空
港
第
3タ
ー
ミナ
ル
駅

羽
田
空
港
第
3

タ
ー
ミナ
ル
駅

JR
横
須
賀
線

東急
池上
線

中
原
街
道

池上
通り

東急
多摩
川線東
急目
黒
線

東
急
大
井
町
線

多
摩
川
駅

沼
部
駅

田
園
調
布
駅

大
森
駅

蒲
田
駅

東
急
蒲
田
駅

蓮
沼
駅

矢
口
渡
駅

環八
通り

環
八
通
り

池
上
駅

大
森
海
岸
駅

平
和
島
駅

大
森
町
駅

梅
屋
敷
駅

京
急
蒲
田
駅

糀
谷
駅

大
鳥
居
駅

京
急
空
港
線

穴
守
稲
荷
駅

天
空
橋
駅

雑
色
駅

六
郷
土
手
駅

武
蔵
新
田
駅

下
丸
子
駅

鵜
の
木
駅

千
鳥
町
駅

久
が
原
駅

御
嶽
山
駅

東 急 東 横 線

東 急 目 黒 線
都営浅草線

東急
池上
線

Ｊ Ｒ 東 海 道 本 線・京 浜 東 北 線

京
急
川
崎
駅

東京
モノ
レー
ル羽
田線

東 京 モ ノ レ ー ル 羽 田 線

京急本線
第一京浜

第二京浜

産 業 道 路

環七
通り

馬
込

西
馬
込
駅

令
和
島

重
点
整
備
地
区
の
区
域

重
点
整
備
地
区
の
拡
大
地
域

蒲
田
駅
周
辺
地
区

大
森
駅
周
辺
地
区

さ
ぽ

ー
と
ぴ

あ
周
辺
地
区



ୈ
̎
ষ

��

ॏ
఺
੔
උ
஍
۠
の
ઃ
ఆ

２-３　生活関連施設の設定
生活関連施設は、高齢者、障がい者等が日常生活又は社会生活において利用する旅
客施設、公共・公益施設、福祉・医療施設など、優先してバリアフリー化を図る必要のある
施設です。
生活関連施設の設定条件については、大田区移動等円滑化促進方針 おおた街なか
“すいすい”方針及びバリアフリー法の改正内容※を踏まえて、下表のとおり定めます。

表2-3  生活関連施設の設定条件及び地区別施設数

設定条件 地区別施設数（施設）

種類 対象範囲 蒲田駅
周辺地区

大森駅
周辺地区

さぽーとぴあ
周辺地区

公共交通 旅客施設 一日平均3,000人以上の
乗降がある鉄道駅 ５ １ ０

建築物

公共・公益施設
区役所本庁舎・地域庁舎・
特別出張所、税務署、警察
署、郵便局・銀行等

14 ５ ３

福祉・医療施設 高齢者福祉施設、障がい
者福祉施設、病院等 ８ ３ ５

文化・教養施設 図書館、区民センター、文
化センター等 ７ ６ ３

教育施設 公立小学校、公立中学校等 ７ ２ ３

スポーツ施設 総合体育館 １ ０ ０

商業施設 店舗面積500㎡以上の小
売店 ６ ２ ０

宿泊施設 都市ホテル（床面積1,000
㎡以上のもの） ８ １ ０

計 56 20 14

※	バリアフリー法の改正内容：バリアフリー基準適合義務の対象施設に、公立の小・中学校が追加されました。

新宿小学校 大森地域庁舎

図2-3  生活関連施設の例
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２-４　生活関連経路の設定
生活関連経路は、生活関連施設の間を結ぶ経路であり、優先してバリアフリー化を図

る必要のある経路です。
生活関連経路の設定条件については、下表のとおり定めます。

表2-4  生活関連経路の設定条件及び地区別経路の距離

図2-4  生活関連経路の例

設定条件
地区別経路の距離（km）

蒲田駅周辺
地区

大森駅周辺
地区

さぽーとぴあ
周辺地区

○生活関連施設間の経路を対象とする。
○歩道のある道路を原則とする。
○鉄道駅またはバス停からの動線と生活関連施

設間の移動に配慮した動線を設定する。
○生活関連施設の出入口は、生活関連経路と接

道するようにする。

14.4 5.8 3.2

２-５　重点整備地区における生活関連施設と生活関連経路
「2-3		生活関連施設の設定」及び「2-4		生活関連経路の設定」における設定条件を踏ま
え、次ページ以降に各重点整備地区（蒲田駅周辺地区、大森駅周辺地区、さぽーとぴあ
周辺地区）における生活関連施設と生活関連経路を示します。

新宿小学校前の道路 入新井第二小学校前の道路
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